
１

○かつお漁師さんの仕事について，班で話し合い，

発表する。

・時期

→３～５月

・時間

→朝５時～１０時

夕方４時～６時

・天気 →晴れ

・えさ

→いきのよいいわし

・工夫

→いきのよいいわしにみせかけたえさ

→つり上げた後，かつおを冷やすための

氷を準備しておく

４．次時の予告を聞く。

○着席させる。

○漁師さんがかつおをつかまえる

とき，どのようなことを考えて漁

に出るのか，項目を挙げて考えさ

せる。

○班の意見をホワイトボードにま

とめて発表させる。

☆かつお漁の方法について，かつお

の生態との関連をまとめ，表現し

ているか。 ―ウ②

☆漁業がどのように行われるか，思

考・判断しているか。 ―イ②

◎食物を大事にし，食物の生産等に

かかわる人々へ感謝する心をも

たせる。

・ホ

ワイ

トボ

ード

（３）板書計画

・えさ 1日 2回
朝５時～１０時

  夕方４時～６時

・目がよく見える

晴れた日に良く動き、よく食べる。

昼間に活動する。

雨の日は深い海を泳ぐ。

○学かつお漁しさんは どのように仕事をしているのだろう。 

・赤い身

・えさ

いきのよいいわしが好き、つり糸・はりを見つけられる

・血がついている

→長く泳ぐ

・なまぐさい →いたみやすい

・こおっている

・しまもようがある

・せなかが青むらさき色

・おなかが銀白色

→てき（めかじき）から身を守る

・口が開いている

・大きい、太い

・しっぽのそばにとげのような
ものがある

・ひれがついている

・せびれは出たり入ったりする

・つるつるしている

・うろこがない ・３月～５月

えさのあるところまで

泳ぐ
・㏿く
・長く
・楽に
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ऌॄअखॆऎटःघऌ 

１㸬༓ⴥ┴⯪ᶫᕷ❧

　　法典西ᑠ学ᰯ

学校名 船橋市立法典西小学校

(2) 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

 ～ 学校編 １８ ～
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２．給食のお便り 

３．給食委員会で作成





春霞（エ(え)霞） 

雷文 

雪華 

扇窓 

雪の輪 

露 梅のつぼみ 氷割・氷裂文 
秋草 

(3)健康的な食生活を支える
栄養バランス 
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ःअ୫েણ୭୆भ૗৲मःॎॅॊَ୫भೊोُ॑েाृघऎؚ౭ുၭ਄भૌਂ
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୫েણपुି৯ऋૐऽढथऌथउॉَؚ ୫୘ُधःअডشॻु঳ಹ৲औोॊेअ
पऩढथऌऽखञ؛जभेअऩরदؚ৕नुभअठऊैؚ౭ുपणःथੴ௙ି
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ऽघ؛�

保育園名：♫఍⚟♴ἲ人�኱㜰ㄔ᫛఍

ねやがわ寝屋の森こども園・ねやがわ成美の森こども園・
ねやがわくこの木保育園

(3) 健康的な食生活を支える栄養バランス

 ～ 保育所等編 １ ～
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